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研究成果の概要（和文）：本研究は、拓本の所在情報調査及びサンプル収集を通して歴史資料論・歴史叙述法を探るも
のである。東日本は宮城県・青森県、西日本では奈良県・徳島県をフィールドとして研究活動を展開し、「勝倉元吉郎
拓本史料」、「阪田二三夫拓本史料」について調査・研究を進め、目録を公開した。拓本サンプルの採集では、徳島県
吉野川流域および青森県津軽平野に分布する板碑群に注目し、調査を実施し、東京大学史料編纂所に架蔵して研究・公
開を進めた。プリンストン大学東アジア学プログラムと協力して同大学においてワークショップを開催し、研究成果を
発信した。東京大学史料編纂所金石文拓本データベースに歴史地理情報を付加し、公開を進めた。

研究成果の概要（英文）：This research has been worked on takuhon(ink rub) for its historiographical use. 
We were active in Miyagi,Aomori, Nara and Tokushima Prefecture. In conclusion we have published the 
Catalogue of Katsukura Genkichi takuhon and Sakata Fumio takuhon. Regrading the investigation of takuhon 
sumple, we have researched itabi along the Yoshino River in the Tokushima prefecture and in the Tsugaru 
Plain in Aomori Prefecture. The sources as the result of our investigation is shelving in the 
Shiryohensanjo library for the open research. We have held a workshop on our project's topic in 
collaboration with East Asian Studies Program, Princeton University for opening our research results to 
the public and feedbacking to us. We have been developping the Inscripition "Databese of the Ink Rubbing 
Copy of Inscriptions" at the Historiographical Institute by adding historio-giographical information.

研究分野： 日本中世史、日本宗教史

キーワード： 金石文　石造物　板碑　歴史情報資源化　歴史叙述　中世宗教　拓本　金石文拓本史料データベース
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様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９、Ｚ－１９（共通） 

１．研究開始当初の背景 
（１）1980 年代以降、歴史学においては

史料論の再検討にもとづく、「新しい」歴史
学が模索され始める。その結果、歴史学・民
俗学・考古学・地理学・美術史・建築史等、
多くの分野における縦断的共同研究の可能
性が追及され、徐々に成果を挙げてきた。そ
の結果、クローズアップされてきた史料分野
の一つが、金石文研究である。 
（２）金石文研究においては、金石文の刻

まれた石材の材質や形態、文字的要素、図像
的要素立地の景観など様々な見地からの分
析・見当が必要であり、いわば新しい歴史学
にとっての「プラットホーム」となりうる可
能性を秘めている。この 30 年間において、
このような立場からいくつかの優れた研究
が発表されてきたが、一方現在では、次の段
階に進むための方法論的検討も必要とされ
てきている。 

 
２．研究の目的 
 （１）日本金石文の歴史情報資源化を通し
て、日本史研究および歴史叙述への応用の可
能性を追求することを目的とする。そのため
に列島諸地域の中から金石文密集地域を選
定し、地域史研究を展開してきた研究者・研
究機関との連携のもと、学際的な環境におい
て現地調査を実施する。 
 （２）伝統的な研究意識によって、各所蔵
研究機関に蓄積されているが、必ずしも現在
の研究に活用されていない良質な拓本史料
群を選定し、調査を進める。 
（３）研究代表者が進めてきた金石文の編

年史料化・史料学研究をさらに発展させなが
ら、最終的に金石文史料による新たな歴史叙
述を実現し、学際的・国際的な成果を発信す
る。 

 
３．研究の方法 
 （１）東日本・近畿地方・西日本にそれぞ
れフィールドを設定し、分担者と連携しなが
ら拓本調査を中心に研究を進める。また拓本
とともに、GPS による最終地点の地理情報の
記録蓄積を進める。 
 （２）すでに概要を把握しており、研究代
表者等が勤務している図書館・研究所・博物
館等所蔵拓本群の詳細調査を行い、目録化あ
るいはデータベース化する。 
（３）（１）（２）の基礎的調査にもとづき、

書誌情報・画像情報をデジタル化し、歴史情
報資源化研究を進める。東京大学史料編纂所
金石文拓本史料データベースを改良し、新た
に荘園村落遺跡などにおける歴史的ランド
マーク等の歴史地理情報と融合させ、個別の
金石文の歴史地理学的なコンテクストを明
らかにする。 
（４）以上の歴史情報資源化を前提として、

地域史研究に軸足を置きながら、代表者等が
取り組む中世史・宗教史・歴史考古学・歴史
地理学等の各分野に金石文史料を応用する

方法について考察する。 
 
４．研究成果 
（１）東京大学史料編纂所所蔵拓本史料の詳
細調査によるデータカードの校正、元興寺文
化財研究所所蔵阪田二三夫拓本史料のカー
ド化・写真撮影、東日本大震災で被災した宮
城県石巻市故勝倉元吉郎所蔵拓本の救出お
よび整理・調査等をおこなった。史料編纂所
拓本の調査成果については、データベースに
登録して公開した。阪田拓本および勝倉拓本
については、それぞれ史料目録を作成し、東
京 大 学 史 料 編 纂 所 研 究 成 果 報 告
2014-5,2014-6 として刊行した。 
（２）埼玉県荒川上流域の板碑調査、宮城県
石巻・気仙沼市地域の板碑調査、京都国立博
物館所蔵金石文の拓本調査、奈良県奈良市域
金石文調査、等を行い、拓本による調査につ
いては、東京大学史料編纂所等に架蔵して研
究資源として活用できるようにした。 
（３）複数年度にわたる詳細な調査として、
徳島県吉野川中流域以西地域、宮城県松島町
雄島周辺海底遺跡および青森県弘前市地域
における、板碑を中心とする金石文拓本サン
プル採集、データ整理等を行った。成果につ
いては東京大学史料編纂所および東北学院
大学・瑞巌寺資料館等に蓄積し、研究資源化
を図った。 
（４）宗教史懇話会サマーセミナー・日本仏
教綜合研究学会等の研究集会に参加し、金石
文史料についての研究情報を交換し、また著
書・論文等を執筆して逐次成果の公開に努め
た。特に、３年次においては、調査研究成果
の中間発表および学界からの批判・意見など
を取り入れるために、他の研究グループと連
携しながら、東京大学―プリンストン大学イ
ニシアティブとも関連して、プリンストン大
学において日本金石文の宗教史的応用に関
するワークショップを開催し、多数の参加を
得て研究成果を発信することができた。 
（５）東京大学史料編纂所架蔵金石文拓本史
料を活用しながら、同データベースを改良・
高度化した。その結果、情報データの精度が
格段に増すとともに利用の便もよくなった。
さらに、同研究所で開発が進められてきた歴
史地理情報システムの導入によって、金石文
に歴史地理情報を付与して検索することが
可能となり、検索結果がマッピングされると
いう、金石文研究にとって画期的なシステム
を実現した。 
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○取得状況（計 0件） 

 
名称： 
発明者： 
権利者： 
種類： 
番号： 
出願年月日： 
取得年月日： 
国内外の別：  
 
〔その他〕 
ホームページ等 
なし 
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